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国
東
市
は
、
平
成
８
年
度
か
ら
平
成
12
年
度
の
５

カ
年
で
国
史
跡
安
国
寺
集
落
遺
跡
保
存
整
備
事
業
を

実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
際
、
高
床
建
物
を
復
元
整
備

し
て
い
る
中
国
浙
江
省
の
河
姆
渡
遺
跡
を
参
考
と
す

る
た
め
に
中
国
浙
江
省
を
視
察
し
、
平
成
13
年
に
弥

生
の
ム
ラ
国
東
市
歴
史
体
験
学
習
館
と
国
史
跡
安
国

寺
集
落
遺
跡
公
園
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
オ
ー
プ

ン
の
際
に
は
、
中
国
浙
江
省
博
物
館
か
ら
出
土
品
を

借
用
し
て
、
開
館
記
念
特
別
展
を
開
催
す
る
な
ど
、

そ
の
後
も
姉
妹
館
と
し
て
企
画
展
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、

講
演
会
な
ど
の
交
流
が
続
い
て
い
ま
す
。

友
好
の
絆
を
再
確
認

　

最
近
の
交
流
で
は
、
平
成
17
年
と
20
年
に
「
国
東

の
遣
唐
使
」
と
し
て
中
学
生
が
訪
中
し
、
平
成
22
年

に
は
中
国
浙
江
省
博
物
館
の
皆
さ
ん
が
、
国
東
市
歴

史
体
験
学
習
館
を
訪
れ
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

　

17
回
目
と
な
る
今
回
の
交
流
事
業
は
、
２
月
７
日

か
ら
11
日
の
５
日
間
の
日
程
で
、
三
河
明
史
市
長
と

山
本
泰
光
教
育
長
、
市
歴
史
体
験
学
習
館
職
員
な
ど

５
人
が
中
国
浙
江
省
博
物
館
、
河
姆
渡
遺
跡
等
を
訪

問
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
17
回
に
わ
た
る
文
化
交
流
で
、
国
東

市
は
浙
江
省
博
物
館
か
ら
２
品
目
の
寄
贈
を
受
け
ま

し
た
。
第
１
品
目
は
、
河
姆
渡
遺
跡
出
土
品
「
双
鳥

朝
日
象
牙
雕
刻
件
」
で
す
。

今
回
寄
贈
さ
れ
た
第
２
品
目

は
、
元
時
代
末
の
黄
公
望
作

の
水
墨
画
「
富
春
山
居
図
巻

―

剰
山
図―

」
で
す
。
こ
れ

ら
は
い
ず
れ
も
浙
江
省
博
物

館
所
蔵
の
10
大
館
宝
の
複
製

品
で
す
。

　

な
お
、
今
回
寄
贈
さ
れ
た

「
富
春
山
居
図
巻
」
は
４
月

中
旬
か
ら
一
般
公
開
す
る
予

定
で
す
。

今回の訪中の様子

双鳥朝日象牙雕刻件
縦6.5㎝、横16.5㎝

富春山居図巻剰山図　縦31.7㎝、横51.2㎝の水墨画
（全体では長さ9.39ｍの巻物）

中
国
浙
江
省
博
物
館
と
姉
妹
館

最
近
の
交
流

交
流
記
念
品
の
寄
贈
を
受
け
ま
し
た

　

「
富
春
山
居
図
巻
」
は
中
国
10
大
名
画
の
１
つ

に
数
え
ら
れ
る
傑
作
と
い
わ
れ
て
い
る
水
墨
画
で
、

「
元
代
四
大
画
家
」
の
一
人
で
あ
る
黄
公
望
（
１

２
６
９
〜
１
３
５
４
年
）
が
82
歳
の
時
（
１
３
５

０
年
頃
）
富
春
江
一
帯
の
山
河
を
描
い
た
作
品
で

す
。
こ
の
作
品
は
、
そ
の
後
、
１
６
５
０
年
代
の

火
災
に
よ
り
前
後
２
つ
に
分
割
さ
れ
ま
し
た
。
前

半
の
小
さ
い
方
は
浙
江
省
博
物
館
が
「
剰
山
図
」

と
し
て
、
大
き
い
方
は
台
湾
国
立
故
宮
博
物
院
が

「
富
春
山
居
図
巻―

無
用
師
巻―

」
と
し
て
そ
れ

ぞ
れ
所
蔵
し
て
い
ま
す
。

あ
さ　
ひ　
ぞ
う　
げ
ち
ょ
う
こ
く
け
ん

そ
う
ち
ょ
う

か　

ぼ　

と

こ
う
こ
う
ぼ
う
さ
く

ふ
し
ゅ
ん
さ
ん
き
ょ　
ず　
か
ん

じ
ょ
う
さ
ん
ず

む　
よ
う　
し　
か
ん


